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構造の説明
アキシャルころ・保持器組立体は、複合構造で製造されます。安定した精密鋼線製
のリング（いわゆる「サポート」）に、プラスチック製のころ保持ストリップを組
み合わせて、アキシャルころ・保持器組立体を構成し、円筒ころが組み込まれます。
サポートは、必要とされる内径および外径に正確に適合する閉じたリングとして製
造されます。サポートには、必要に応じて継ぎ目を設けることも可能です。円筒こ
ろ（ZRB）は、DIN 5402 / ISO 3096 に準拠して、ころポケット内に保持・案内
されます。ころ径が4mmから18mmまでの5種類の形式が用意されており、使用範
囲は軸径100mmから約1800mmまでに対応します。

取付
転走路の表面は、できるだけ軸受用転走路として加工されることが望ましいです。
寸法表に記載された荷重容量は、以下の条件に基づいた軸受用転走路における値で
す：

- 転走路の硬さ：670 + 170 HV（58 + 7 HRC）
- 表面粗さ：最大 Ra 0.8
- 寸法：寸法表に準拠

アキシャルころ・保持器組立体は、軸上で案内される必要があります。アキシャル
ころリングへの摩耗を抑えた案内を実現するために、案内面は研磨仕上げとしてく
ださい。軸の案内面に対しては、公差 h10 が適用されます。

精度
ころリングには G2等級（0.002 mm）のころが使用されています。これにより、
直径偏差は最大0.002 mmに抑えられています。1つのアキシャルころ・保持器組
立体には、同一等級のころのみが使用されます。隣接構造が転走路を備えていない
場合は、アキシャルころ・保持器組立体にアキシャル座金（ASS形式）を組み合わ
せることが可能です。

使用温度範囲
標準仕様における連続運転時の温度限界は -40℃〜+100℃、短時間の使用では最
大 +120℃ まで対応可能です。

注文例
形式：AXK 5015納入状態：メーカー組立済み、内径に合わせた取付準備完了品

アキシャルローラーと保持器アッセンブリーAXK
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アキシャルローラーと保持器アッセンブリー

タイプAXK
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アキシャルローラーと保持器アッセンブリー
タイプAXK5015（推奨型式）
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アキシャルローラーと保持器アッセンブリー
タイプAXK5020（推奨型式）
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